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過剰生産の内的構造
高 木 彰
は じ め に
好況過掛 こおける基本的特徴は,第1部門或いは,第 1即 ヨ用生産血生産
部門の番砥率の累砥的に増大する過程であり, かかる苦境率の累斑性を基
軸として第1部門の不均等発展が展開される過程であるということは,前端'
(｢好況過程における再生産の内的構匙｣, r経済学会雑誌J 4-2)にお
いて明らかにした｡次に問題にされるべきことは,かかる基本的傾向のもと
に展開する好況過程において惹起される過剰生産の内的構造である｡本稿で
は,第 1部門の不均等発展を第1部門の第2部門に対する構成比が増大する
ことであると把握し,その部門構成比率の増大は一定期間の後には需給関係
を逆転せしめ,更には,拡大再生産そのものの可能条件を逸脱せしめ,拡大
再生産の不可憶に転化することを明示することによって,過剰生産の必然性
を解明しようとするものである｡
Ⅰ 拡大再生産の可能条件
拡大再生産そのものが可能であるためには,生産財生産部門,消資財生産
部門の双方において補填需要以上の生産がおこIj:われておらねばならない.
その条件はまず次のように示すことが出来る｡
Ⅹl(I)>Cl(.)+C2(I) (1)
x2(I)>Ⅴ】(.)+VZ(.) (2)
tl)は拡大再生産そのものが可能であるための ｢物質的基礎｣を なす もの
で,余剰生産財の存在条件である｡(2)は余剰消資財の存在条件であるが,良
も緩かな条件である｡より厳しいものとして,次年度における追加可変資本
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の渦やJl需要を克す壕合と,今年度.資本家a)個人的洞牙の涌井h常幸を先
す墳合が想定される｡
Xzu)>Vl(._A)+Vt..I) 【3)
(l)
XM>VI(.I+V!(.+MLI(.JTMlZ(.) (4)
ところで･- ,^タスは次のように述べている｡<1号-を 工m のうちⅠ
の資本家細 入として支出する毎分だとすれば･ Ⅰ(Y･号 )はつ,3に
廿(C+mC)よりも小さくなければtLら15い.そして.ⅡTnのうちの. どん
な地合にもⅡの缶本家Jg故がEI分で消ZlLrlけれほなら1い年分1.Jけ,･J､さ
くTAけれほならflいのである｡> (D K n･528) これをlhttえ れ は,
VI+M.<C2-MZ-M.)ということであるが,それは吏Jこ訴帝え九は141のJ:
うlこT3るE,
(1卜(41の条件式から.拡大再生産そのものか可能であるためには,両寺門
- 比 X■`.'/礼 .,は一定の限界内に- れはTlらないといえよう｡ その海
田をまめ ⊂みよう｡
･1は り 恕 >烏
12はり恕 <土讃
･3は ｡恕 く1;ly(Zl(i;慧 ')
･4,上｡藍 <171IiTl(_1-～?.L,'悪 .y7
?
? ? ?
? ?
?
15は(別の右辺を比較すれば
rz+m 1+m r7
主君 1 号 -,i .T 前=完了-｢ 両 ･,TTh >o (91
(1) 公x俊平氏は(1)をもって拡大再生産の亦J条件 は権もって部Ⅴ灸件とされてい
る.,(r再生産表式について｣(Ⅰ).r軸 セミナ-i1966 6 71ページ)しかし.
gru灸件としては(3)と14Jの両方を考Jeする必要があると思われる｡更に.公文氏は
7ルクスは広大再生虚の可放 榊i【1ゆろであるとしていることを批判されている
が.末文で示したようlこ.7 ,^タスは14)も妊大再生まの可丘条件としていたのであ
る.公文氏の所掛こそくして甘えは,再生JE外れJt(繋本家の偶人的柄井)カf非負
であることをもマJL,クスは私大再生産そのものが可能であるための条件としていた
のである.
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実lこ,(6)tt7)の右辺の謁係は明らかに
主君>崇告吉禦 oけ
洩るに,(7Jと(8:の右辺の大Jト蛸床は-並的には確定しえない｡それ故,近
大再生薩そのものが可能であるためには.両年門構成比は次の2棟の聴取 こ
存在しIAけれはtJらない｡
苦 くTE:芳<i譜崇賢) M
iき こく恵 三<1岩 ll(崇 .I,)t漂 .yl 芯'
Ol).12)のよりルーズIl灸件は,ほは(Gは r)
古 く董慧<土讃 脚
u3は拡大再生産そのものが可能であるためk:は.両部門構成比は一定の生産
力水準に照応する技術的姦件によって規定される範囲内JT存在しなければ1
らないということを示している8即ち,所与の生産力水準H:おいては,拡大
平年耗そのものが可能であるための灸件は,一･=の戦跡こおいて所与である
ということである｡例えは,マルクスの作成した拡大再生産丑式の郊1例B
2 1 1
の鶴合には･r▲34,r2-2･m工1 =･-1 ~･エ,FT ･y,Bl~･y2
-+ であるから両即 の構成比は÷ <短 く-!
の頓用内に往けれはrlら1いb これは第 L部rlqギ焼串a)独自的選曲とはk関
係に設定される似界である｡
次に.卯1怒門を細分割した均今の拡大再生産の可能灸件を鹿討してみよ
う｡第1番門用生産財生産萄門を罪lA句●門.罪2部門用Li壷Jl生産お門を
沸lB部門とすれは.各確rnlの余月生建材の存在姦件は沢の通りであるb
XlA(.〉>Cl^(.)⊥ClA(.) nO
(2) 布教空事持氏は粂月洞や財の存在灸件が,所1ⅣW 成比の上限を現在することに
ついて,<この親釣魚件は現実性にほとばしいけれども.if与の妓汚水BFのちとで
の不均苛発展の昆虫的駁非をしめすものとし亡兄が 1忠魂u大きい.> (r再生産
泡式分析J )67ページ)とされている｡
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X】JM>Ctt)
u4よ･,短 >ご荒
C91･,無 くi,-
JPILi&の内的i一連2B5
05)
OO
q7)
余#消支材の存在炎件をもっともルーズIikで求めれば次0ようにIsる｡
X耳.)>V'^(I)+VlI(.)+Vl.) OfD
u中を数理すれば
蔓慧 <崇 き･葺T,-豊 u9
mの開床を考慮すれば
弓短 く崇 !･七 一監 GD
か くて,拡大再生産そのものが可誰であるためには XlA(日.XIBE.)の串門
t一成比は次の笹凶にIiければTlらな いe
ご 荒 く崇AS<慧 ･主 -豊 印
灸制札22財の:存在条件をもつと厳 しくすれほ次のようにILる｡
x2(.'>Vl^(.)JiV l■T..I)+Vxl◆l〉 Cn
く巧を並理すれ.I
短 く 志 L･- "I- .,)l藍 -y-(1+gtk｡)1 の
u7)のEq係を考JEすれは
‡短 く志 [･1-y,(1-gx･,)riT-yLD(1一g.-,}] 伽
かくて. この時の拡大群生鎧の可rE灸件は次のようにな る o
ご 黒 く…慧 <滋 二{ト y=(1- t,)卜吉 -y.Bu･g･-,]
田
ところで,政人再生産が可能であるため,こは.生疲守門のLf成比が仙ua
又は坊の範囲内になければ1らないということは.好況jA程の基本的特赦で
ある訂1部門 (洗いIi罪lA雅門)詔概串の架鏡的増大IL'.よる帯1範門 (求
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い:i解lA句;門)の不均等lこ急速1発見 希門構成比率の増大には.一定の
択界がiIされているということを意味Tるものである｡それは両肘 ヨ間の勾
ai集件が投持されているもとでE)発展遺跡 こおいても亜ほ れる限界である.
拝ip.遺跡とおいては.両藩門における需要と供始の均爺のとれた発展といえ
とも,東本の有様的構成,剰余林政率等の所与の生産灸件に上って規定され
ち-定の限界を持つということである｡
だれ 拡大再生産の可頼灸件が一定の限界を持つということは.次のこと
を念珠しているのである｡ます,邪2守門の売買と荘大がないかぎり,年1
部門の急速1発展.或いは,全体としての拡大7I生産もTGちに不可掛 こなる
くり
ということである.軒2に.それは界 1専門の不均等発展が急速であり.42
の限界を遭えるにいたるならば,好況過程の藩ih軌道は姓正を義朝され,罪
1卑Fl背功串の見破的増大傾向は前程的には反転されざるをえないこと,従
って,今度は滞1番門事故率の累故的JB′トが生 3るということを示唆するも
のといえよう｡だれ そのことは柴本の苗破-甚大汚生産の遠投が産芸術長
のガ皐をとちざるをえない必然性に他13ら1いOである｡Pi本の寄掛は罪 1
苛Prの急汲fl発展とその収鯨lこよって.左葉拓環の現実的動地としてEI己を
展D!していくということであり,かかる亦1串円の自律的連れを支える契杜
が弟1乾門等抜本の運動に他1らないということなのである｡
専門練成比率の急速なめ大によって.第1専門の自立的発展によって.班
大再生産そのものが不可能lこIEるということは,第 1鞍門の青横の無yJ取的
(3)俊石書彦氏は好況為捜JこおいてIi.第2年門もまた急速E苑鼓しrLけ九はILらfl
いな由として.次の3点を持株されている.①崇禾主義的生産といえとも涌井との
朗連をたち切れないということ.3)愈JI釈放丁段もまた現実的事堤■⊂必要であるこ
と.㊥汁ff本のJt少の缶門女指向tも (｢好況iL世の2871分析｣, r瑳済苧研
究‡(一橋大学研究年租:u;,:曲-373ページ)だが.投石氏の指すされているこ
とは,東本湖生産に一般仰こ共通する郡HIであっ て.好配過程において何故耶2部
門が生還に東泉するのかということを弘明するもluではILい.好況過程にお′､て3F
21肝1¢急速な免展が.再生丘のh的ZAZIによって必然的に惹起されるとすること
は出来TLいてあろう.恐tSの冶農として耶 PIの卒鼓が縮小することがいえるだけ
である.
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増大似向lこ対して,弟2妬門は追砧しえなくなるということであり,<生産
手段生産のfT帽 的拡張への推進は,消舟手段生産の晋材にあたえられたその
tl)
砕丑に突き当る>ということを恵味するものといえよう｡そこに急性の可fE
性のより発展した様相を見ることが出来るのであり.恐煤の実在的可能性,
現史的恐慌へとち化しうる可能性の内実を見出すことができるのである｡
拡大再生産そのものが可能であるためには.車門構成比は(均の限界内にな
ければ1ら1いが,そのことは第1守門Wr砧串の照れ的増大によってIB.起さ
れる第1部門の不均等発展は無限界ではありえ11い亡と.そこにIi丑蛤的限
界が存在することを意味するものである机 点るに,首賓良三氏は理姶的に
は,第1部門の自立的発展が可能であるとされている｡富尊氏は第1部門の
白瓜的発展といえとも,磁FqJB大一†洞見滞空J*大の速皮が,tであれは,その
ら五色自任が群711されてゆくとされるのである｡<第1守門の r自立的｣発
展は,それはそれでまた.旭fFl増*･一消n南東増大を通じて逆に全休として
の再EF一点の規模と水坤をいわば上から引きすり上げ拡張せしめてゆくのであ
り,そのことは, 不均aiとしての瑚衣JCを先へ先へとおしやってゆく毛
JJfl妾田として作用する. ･ 稲用増大-洞焚器要増大の適正机 r自立
的｣先晩の ｢自立性｣r]体を解消せしめてゆくほどに大でありえたとすれば
(I)
r不句衝｣としての鞍在化は,無辞殿の前方におしやられるへ>言寄氏はこ
の ｢野1部門の白立的｣発展の ｢自立性｣の辿ええ1い限界点は,<産東予
竹野が東本制的限界を出えて吸欲されて. ｢労dbの需要 ･供給の法則｣がそ
の上で運動すべき基礎灸件がとりCけちれ jl本朝的限界を出えての兼金串
卦 康一労働押収政のJE港によ･,て.利潤絶対且のiE少を伴う制裁串の突必且
つ急汲な低落が生じ,笥萌速Z8-も急鼓に鋪化せざるをえILくなることを恵昧
するゞ 'r柴本の絶対的淵 生副 であるとされる,砧壌氏Ii再生産衣式飴を
(4) 市大幸二取 r鼓慌生抜系拝礼 ,222Jt-リ.
(5) 富里良三. T卦性姶研%1.127ペ-/'.
(6) Fln.147ページ｡
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<充木の溌適の妓介運動>を解明するものとして把握されることの括巣とし
て,群生産衣式においては第1年門の自立的発展のFR罪点,或いは,不勾苛
の嫉在化は問題とは1りえ1いとされるのである｡
茄留民の所没においてます問題となるのは,再生産衣式の丑生的塩梅の珪
解Ir直族関連することであるが.再生産韻文絵の段階lこおいても,好1専門
の自立的発展の限界点については,理鼓的な丑定にしろ.解明されねはならIL
いということである｡第1年門の自立qe.発展とは矛盾の黒壊されてゆく遠軽
にfblら1いとすれば,その白土的発展と矛盾の果61が無限界ではありえな
いこと机 再生産浪式それEl錐lこおいて弁明されねば15らないと思われる｡
次に.祈laSFlヨの自立的発展の ｢自立性｣の堺渦の間掛 こついてである｡
'biL'尊氏Ii好1年門の自立的発展が<全体としての再生産の投銭と水車を上か
ら引きずり上げる>メカニズムを持つ点に. ｢自立性J解消の取払を求めて
おられるのである.確かに.茄 1部門の自立的発展J(よって洞や弥富垂か増
大し,再生産規校の拡大がもたらされるのであるが.それは第 1部門の発展
の r自立性Jを簾iYlするものとして展開するのでは1く,益々 ｢自立性｣を
強めるものとして展朋するのであり,逆にIi.訪2年門が村人する労曲名の
折や材謂要すら充足出来lく1るという軒潜を定足するのである｡罪!部門
の発展の rE]五色｣が群7)されるために(i,畢 1守門の急速な発展と第1S
M等統率の男前性が件止し.余剰生#_財を第2守門により多く振り向けるこ
とによって,弟2守門の拡大を図るという苫崩載iBのIE正が可能でなけれは
/}ら1よい｡E.Eるlこ,fi東湖生産はかかる市域軌iBの妊正を敵性を通 じて.鼻
(7)
力的におこ1っているのであるt,弟1守門の ｢ヨ立的｣発展が無限界であ
(7) 本鞘全休を為して.釦 は熊毛附 の■成比 X･t.)/x," を考事の中心に舞えてい
るが.それは次のような分析祝伽こ依拠しているからである｡<拡大再生産の考煮
E=如 ､て'2.奈木主義の基礎の上では郊2即つのLrmIi郊1呼門の等倍に威伸しう
るか香か.砧拝しうるための,そしてまた括拝しえ+Lい耳由となるところの灸件は
何かということ,そして訂2L即Iの節1部門-のFZE伴の可能と不可能机 どのよう
にして彩1罪門の盲D的苔桁をさらlこ究赦し.促遵する条件とflり.そしてJiBJま
その刑に土書がる井蛙とlLるかということがrLbEである.>(苗木事二時.前l雄
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るとすることは, このBi本朝生産の変動過程を無捜し,その頼光のみを,従
って.矢本制生産の長期 .平均的過程を問題としたものにID.1ら1い｡
Ⅱ 帯拾関係の逆転
既に述べたように好況過程は,基本的には第 1昏門事故率の累攻的増大傾
向に主申されつつ.芥1缶門が野2奄門に比して急速に拡大する遵奉であり,
xt`.I/x耳OILそ剛 門構成比率が増大的に虜的する過程である｡ そのよう
な再生産の動感の装本的特赦のゆえに,好況頚桂にもいては猫車が供給を凌
先し,生産された生産財と涌放射はTペてE=要しつくされるものと想定する
ことが出来るのである｡だが,第 1布門の弟2部門に比しての不均等的な先
年引ま.拡大再生産の可焦灸件CCの範田内にあっても,一定の展開の役には,
今9:は逆に,供給が常要を連生するにいたるのであり,供給過剰を惹起する
にいたるのである｡好況過程を主導する亦 T_部門事故率の来社的iel大傾向そ
れ自体が.供給題名の再生産のメカニズムを惹起するめである｡ここではこ
の諸冶弗係の逆転の溝竜を,好況過程の基本的特赦との関連にお■､て検討し
てみよう.
まず,生産財の石持開床についてみてみよう.生産Pに対する需要,従っ
て.郊1毎門に対する常襲を構成するものは.両市門における生産財の帯状
需要と追加投売稲妻である｡それ軌 訪 1白;門に対する需要は次a)ようにな
る｡
DI(I)≡CIL.)+C2(I)+M.L(.)+Md(.)
これを懲甘えれば.
211ペ-ジ.)更rこ.輔柴本軒や相互のからみあいIi.表式の2大帝門の遵鴎･比例と
して.VITMIL+M.FCZJIMdにおいて3h示されるのであり.<表文は,この2大
市門の比例のうちに.社会Z)すべての催済単位がおこ1うR引を,年iと兼併Ol巴点
から蛤はしてしめしたといえよう.> (甫克巳,｢55本の再生ま-洗礼追払と五位J
G礼rホ錘法皆壬j7-3.91Jt-ジ｡)それ故.比例… 持されILいならば,
取引そのものが完始しえないことにrLり.拡大再生産が不可能になるのである｡
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Dl(.)-J】･Ⅹl(.)+エ2･Ⅹ2(.)+gl(I).Jl･ⅩJ(I)+gZ(L)･エ2･Ⅹ2(t)鍋
生産財の供給とは,第1部門において生産された生産物のことである｡
Xl(I)-Cl(I)+Vl(l)十Ml(､)
これを蕃替えれば,
Ⅹ1(I)-(rl+m+1)･yl･Ⅹ1(I) 附
かくて,生産財の需給関係は,(紺と即の差として表わすことが出来る｡
Dl(I)-Ⅹl(.)-■rl･gl(I)-(1+m)Iyl･Ⅹ1(.)+(1+g2(I)J2･Ⅹ2(I) 鞠
倒の両辺を Ⅹ2(I)で剖れば
哲 -(r･･gl(I,-(1.-))yl･恕 ;+(1+gut,)･x2 約･
(紬′の右辺全休が負になることがあるとすれば,DJ(L)>Ⅹ1(L)となり,それ
は界1部門における供給過剰を意味するものである｡
次にその点についてみてみよう｡
御′の右辺の第 1項の係数 rl･gl(()-(i+m)は,0≦al(I)≦ 1である限り
負である｡それ故,$ 1部門の不均等党風 従って部門梯成比 Xl(.I/XK.,
の増大傾向のもとでは,いずれかの時期に,右辺全体が負になることがある
といえよう｡第1部門の不均等発展が急速に展開するならば,生産財の供給
が需要を凌憩するにいたるということである｡
(謝′の右辺が負に転化するのほ,次の関係が成立する時である｡
恕 >{(1器 警 '-):xgI2(-i,y-; 物
(7)と鮒の夫々の右辺の大小の関係は次のようにして求めることが出来る｡
夫々の分子と分母を比較すれば
(1-y2(i+g2(I))チ-(1+g2(I))エ2>o
yl(1+g:(.))-((1+m)-rl･gl(.)iyl<0
かくて
恕 >v I前 EF fFiG両
(1+g診:I))x2 (弛
80)の関係式が意味することは,第1部門の供給過剰を惹起するにいたる部
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門構成比は,拡大再生産の可能条件を充足しているということである｡拡大
再生産が可能な範囲に部門構成比が存在しながらも,弊1部門における供給
過剰,生産過剰を避けることが出来ないということである｡
ところで,脚の関係式は Vl(り+Mvl(.)+Mkl(I)>C2(L)+Md2(.)ということを
も意味している｡それは第 1部門の第2部門への生革財供給に対して,第 2
部門の生産財需要が立ち遅れるということ,第2部門用生産財の供給が,罪
2部門よりの需要を故無し,欝2部門用生産財の供給過剰が惹起されるとい
(I)
うことなのである｡
次に,以上の点をより詳細に見るために,第 1部門を細分割して検討して
みよう｡
第 1苦即弓用生産財に対する需要を構成するものは,第1A部門と第1B部門
の生産財の補填需要と追加投資需要である｡
I)l^(I)-Cl^(I)十CIB(I)+Mcl人(.)+Mc.tl(t)
これを昏番えれば
Dl,A(I)-XIA･ⅩlA(I)+XJB.Xlti(I)+xl^･gJA(I)･Ⅹ一人(I)+XIJ)･glB(.)･
Ⅹ相(.) 01)
第 1部門用生産財の供給とは,第 1部門用生産財生産部門 (第1A部門)
の生産物のことである｡
XL^(I)-CntL)+VJ^(.)+Mn(.)
これを昏替えれば
Ⅹ1人(l)-(rlA十m+1)･ylA･Ⅹ1仙) 琵琶
かくて,館 1部門用生産財に関する需給関係は,61)と(渦の差として表わす
ことが出来る｡
(i) マルクスは恐矧まく消賢的諸要･個人的消費のための需要･の直接的減少におい
てでなく,東本と柴本との交換･資本の再生産過程･の減退において,眼に見える
ようになる｡> (D.KⅡ･72)としているが.第1部門の不均等発展によって惹
起される生産財の供給過剰は,そのような恐慌として現実化していくものといえよ
･う｡
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D"(.)-XLA(.P trz^･gJA(.)-(1+m)IyJA･XrA(.1十(1十glB(.))Z叫.)･
Xltt) 3)
田の両辺を XEtK.)で割れは
迦 霊 や 一 ･r.A･g･NL･- (1･m,,y,A･患 .(l･- I,J･上
田′
田′の右辺の罪 1項の係数 LrlJ･glA(I-(1+m)l ほ常に負であるから.
冗"M/X.即 の充分大な紺 こ対して･野 の右辺Ii加 転化することがあ
る｡然るに.肝 の右辺が凸ICl1-るということは.Dz^(.)<Ⅹ1^(')ということ
であり,弟】A布門事故率の減杭的増大を基本的突放とする罪IA毎門の急速
Tl発展によって,iFIA範門において供給退潮が生じるということである｡
W の右辺が負L転化するのIi,次の鵜保式が成立する巧である｡
xd=? "詣 慧 霊 長 朗
伽の開民芸は, V IA(.)+M .1仙)⊥MtLA(.)>CzJt.)+帆 K.)ということを宜味
している｡それIi訪lAf削りへの生誕肘の鉄給に対して,市lJi部門の生産財需
要が立ち選れた括弧 第1A慈円においてt#絵過Blが生じたということであ
る｡¥lA缶門において罪lB毎Fl用生産財の供給意力が生じたのである｡
次に.第2部門用生確肘の駕拾鵬係について挨討してみよう.
罪2部門用生産Mに対するat垂を凍成するものFi,野2i6門の生産肘の祥
瑞投資と迫h:投ffである｡
DI的】-ら .)+bLZ(.)
これを脊番えれば
1}p(t)･ll･XJ(,I+gZr.)-32x2t) 田
第2舟Pl用生産財の供給とは.乎IB寺門の生産物の生産のことである｡
XIB(.)ECa(.〉+V,FW+M ..W
これを番替えれば
X.J(.)･t(∫,L,+m+1)Iy.Jl･XLB() 亡や -
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かくて,第2書岬う用生産財の需給関係は05)と紺の差として表わすことが出
来る｡
DlB(I)-XlB(.)-(1十g2(.))J2･Ⅹ2(り-XIB(,) 即
mの両辺を Ⅹ2(,)で割れば
迦 篭 警 Li-(1十g2(I,)エ2-Xi5 ' 肝
即′の右辺が負に転化し,第1B部門における供給過剰が惹起されるのは,
次の関係式が成立する時であるO
恕>(1十g2(.,)エ2 細`
然るに,前桁で検討したように第1B部門と第2部門との間には次の関係
(2)
が存する｡
x% '-孟 es, 缶切
8馴ま換言すれば,g柑(i_1)-ga:I)ということであり,第2部門の成長率は
その1期前の第1B部門の成長率に等しいということである｡それは第1B部
門において拡大が生じたとしても, 第2部門は1期遅れて,その弟1B部門
の成長率を実現して いくということを意味しているのである｡ それ故, 節
1A部門苫桜率の累概的増大傾向が存在するもとにおいては,伽)の関係式の
成立すること,従って,節)′の右辺が負に転化することは極めてまれである
といえよう｡第1B部門それ自体において,供給過剰の惹起される可能性は
少ないということである｡換言すれば,第2部門用生産財の供給過剰の生じ
る可能性は貢恥'ということである｡
ここに同じ生産財であっても,第 1部門用と第 2部門用とでは決定的な相
並が存するのを見ることが出来るのであるb第 1部門のうちでも,第1A部
門は好況過程を主導したがゆえに,第1A部門において供給過剰を惹起した
のである｡ 先に, 第 1部門を細分割しない場合には, 第 1部門の供給過剰
紘,Ⅴ)+Mvl+M｡1>C2+M｡2として表わされることから,第2部門用生産財
(2) 拙稿 ｢好況過程における再生産の内的構造｣,T経済学会雄蕊j4-12.
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の供給過剰であるとした2)である机 罪1寺門を細分割した場合には,舞11
BS門一第2部門用生産財生産即 ちに生ける供給過剰の発生する可能性は塩
めて少なく,弟lA希門において,好日】部門用生産財の供給ib月が惹起され
るということが明らかk:なったのである｡それはtFに第2守門用生産材の供
給過剰ということでは1く.第2部門用生在肘生産部門の生産財の供給満月
Ill
ということなのである｡
かくて.節 1部門の供治過月とは.罪lA専門における供給過剰のことで
あり,それは第18軸Pq用生産財;こ対する伏私通.fIのことである｡罪IA串門
の急速tL発展によって.第1B拓門,才2年門の発展が停滞的たらざるをえ
ないということの嬉巣として.罪lA守門lこおいて供給過烏が生じたのであ
る｡ この事lBヰ門用生産封の供冶過剰を内包したまi,lおb帯lA守門の
急速な発展が廉朋するとすれば.選には.拡大再生産の可能灸件 に よ -･'て
劃される限界を両脚 恥 E比 (ここでJiX,.(.,/x.,xt,)が突破するにいたり
第2寺門は均大するrl点者の消Zt射胃菓Tら克足することが出兵なく'1り,
拡大再生産そのものが不可能になるのである｡
次に,消長財についてみてみようb洞穴肘に対する簿要を柵或 す るもの
は,個人的消史にJtする毎分である｡
D式.)-Y'(.)+VZ(.)+M.汁.)+MJM十M-1u)+hIL2(.I
(3) 井村古代子氏はこLD方LA窃門と罪1JiS門の鵬 から.投力行動の相違か生じる
とされている.<Ⅰ(日缶Pl(方IA守門-引用者)では.新改繋が市場拡大を上杜
るテンポですすんでb,そのこZ:自休が鼓連日一甜11こ対して堺的需壬をJe出し.
Ⅰり】称門における∋lJ-A)の薪投男を93鼓していくので･あり,I(l〉部門lLおいて
薪Z2史の-J#の遜境が果軌こ行なわれれは,それによって,先の薪投卦こよって増大
した仇抵JLは取引されていくことが可能なのである.以上の点で. 工tr)8つつは.
JI掛りと決定的にスJIるOほもちろん4)こと. Ⅰ(I)ザ門 (妨18封 1-引hl者)-
その生主物のすべてをn蕃門に伏治し.薪投軒によって毛珪日射 1への苛羊を妊大
することが全くないⅠ(1部門-とも.決定的にgHLる.>(｢｢雀庶と消穴の3r･
l丘｣と雇果稲原｣(1).r三田学会兼軌 64-213,･3ページ,)<Ⅰ即耶i生産物の
すべてを次の加工良肝たるItT)守門へtR抵するわけでは決してない,つまり.早
なる迂回生産の丘点に位正しているのでは決して在いのであって,ⅠくりtⅣつの生
産物の一等 (C+JZtC)は,I(I)iB円内の桔母門の再生産の姓持と鼓大のために.
Ⅰくり部門内部で転漉され･利用されるという件故をもっている｡>(同部)
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これを番やえれは
DZ(.)-y■･Xl(I)+yJ･x2(.I+gF(｡･ylIXL(.〉+gz(.)･T2･X<L)+M..(.)+
MLZf.) 的
洞女財の供給とは,方2専門において生産された生産物のことである｡
Xx.)-C2(.)十Vz(.)十Mxり
これを渉替えれば
XxL)-(rZ+m+1)yl･Ⅹ 2(.) Cl)
かくて.消放射の碍給舶係はくれと机の鮭として袈わすことか出来る.
Dh.)-X書.)-(1+g】(.)yl･XM-iLET:.)-(rz+m)〉yI･XZt.)+(MLJ(.)+
MLZ(I)) W
G(9の丙辺を Xぺtで胡れは
哲 -(1･gl(.Jy】短 ･･gxl.-(,州 " y 2･ " 一駕 警
u3'
Wの右辺の第2嘆は明らかに負である机 Ⅹ】"/Xとt,の増大侯向が存 在
する取り,第 1項は増大し,その節 lJtIの増大によ っ て,努2功の負の要田
は打消されてしまい, W が全任として負lこな ることは席めてまれである.
それ故,消角材生産部門l⊂おいてはそれ自体として伏拾通力を有起 し推いと
いえよう｡芥2年門において伏拾遺#,jA#生産ZFl発生するのは生産財生産
Ll)
部門における供給過剰の姑巣としてである｡
(i) 井長氏は方2才門の攻な行血は荊n義貞によって脚 されるとされ そのことに
よって.節2部門の拡大は狭い現界内k制約され,供給ia和が温良するとされてい
る｡く野太料生産にあ･?ては.約位は独自にま勤しうるものでIilく,生産の変化
によゥて脚 されたものであり.Ⅱ毎日はその生産物のナ-てが血抜洞Jtされる四
俵上.耳SMO生産亀力の拡大札 生東l⊂よ･7てBLhlされる杓Rの動きによって及
制される的係が強い.したがって.一応TlSFl1の生産能力は前年Z)洞声の増大ヰlに
はは斗じて輸くとする2)が妥当であろう.> (r生産と梢史の矛BiJ(3l.T三出学
会JfEtj63-や･9.J{-ジ22｡)<且寺門の薪投安は洞rt諸費によって及定されてい
るため,薪投資lこよる薪固定見本投下のJdhblそれにおLよはす.したがって. TF
缶門 (労4一手段LJ=産押ウ一･31作者)にiJする稔供給よりも.エF部門に吏するJB熊
襲が下見る状態が支巴する可*吐はきわめて強い｡> (rr生産と柄井a)矛盾｣と
- 63--･
わ弧
ところで, マルクスは筋2名叩,の過剰生産について次のように述べてい
る｡<とはいえ,fi本主我的苔折にあっても,以前のいくつかの生産期Fiaに
行flわれた藩研jb投の進行の冶束として, ⅡCが工 (V+m)に等しいだけ
で･iなく,それよりも大きくさえあるという塩合が起こりうるであろう. こ
れilIでの為fI生酷であって,それはただ-大患tEによってのみ均衡化され
ることができ,その始発として欠本は工からⅠに移ることにt;るであろう｡
> (D.汰.Tr･527)マルクスは C2>Vl⊥M,をもって,第2年門の過剰生
産であるとしているのである｡ この点を検附してみよう｡
Cl>Vl+Mlをを啓え九は
恵 <毒 気 的
脚の右辺は Jz/1-Jrl lこ等しいので, それは拡大叩生産の可能灸件伯の
下限と同一である,即ち.胎Iii汚毎門i一成比が拡大再生産の可能灸件を井さ
tj.いということであり.余剰生産財の存在灸件が浦足されないということで
ある｡しかし,かかる状尻が惹起されるのは芳2称門O発展が第1守門の発
展より急速であった幾合か,第 1布門の指′ト再生産が生じた境合である｡前
者は座乗循環の上昇局面においては全く偶然的(こしか起こりえIlい｡これに
対して扱者は,第 1番門において.帝2番門用生産財生産S門の生産財の供
給通月が発生した爵果,第1等Plが全休として描小再と_産に胎ることによっ
て芯超されるものである.それ故.マルクスの指輪している亦2専門の為朝
生産は筋1年門の遠類生産の鼓及として惹起さTtるのであって,第2S門白
く～)
休として過剰生産が生じるということではILいといえよう｡
最後に,再生産の灸件を現矢の再生産横並の状況把瀕の基準としている
凍集積旦J(2Lr三田学会兼抜J64-7,19Jt-ジ｡)FLかに,第2部門の玉軌王事
1唖門Cは異なって.自律的な生産活動に規制されるものではfLいが.しかし.そ
れIi書u串を独立変故として鼓定したことの表式的表現なのであって,瀬2年門a)
投荒行hが叫 泊PE苫壬叱JE抜放胡されるということでは'1い｡
(S: 7 7L,タスは<書見的肋 的岩泉生産>とく書l対的真砂的ih烏生産> (Meh･皿･
530-2)とを区別しているが, ここでIi卯1年門の過月E.産が例考であり.邪2
iB門のJI鵬 が後者であるといえよう.
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ネムチノフのバランス係数とランゲの均衡係数について言及しておこう｡
ネムチノフのバランス係数とは次のようなものである｡
Ii-王滝-)Ln
但し,M-Vl+Ml-C2,qm-△C,ヱm-△Vであり,M は拡大再生産の潜
在能力を示す｡ネムチノフはバランス係数について次のように述べている｡
<係数Bが1に近づけば近づくほど,国民経済はバランス状態に近づく｡他
方,それが 1より大きければ大きいほど,投資が過大なのであり,1より小
さければ小さいほど,投資不足と過剰生産なのである｡Bの1からの帝離,
および (q+Z)m のMからの帝雛は,国民経済発展の不釣合をあらわす｡
資本主義のもとでは,投資不足は不況と恐慌の時期の最大の特徴であり (そ
の原因ではない),投資過剰は高揚の時期の特徴である｡このように,この
(6)
方程式によって国民経済のなかの不均衡の程度を測定することができる｡>
ランゲの均衡係数は次のようなものである｡
CZ mC
Vl+MrC2
βについてランゲは次のように述べている｡<♂-1の時は再生産過振が
均衡を保って進行し,e<1の時は生産手段の在荷を形成し,0> Lの時は実
瞭上実現不可能になり, この時は史本主義経済では投資の緊張が生じ,イン
(7)
フレーションと生産手段の価格騰貴がおこる｡>
ところで, バランス係数 B,均衡係数 Cの分子は現実の新投資であり,
分母は今年度の再生産規模によって規定される拡大再生産の潜在能力であ
るO両者は現実の新投資の大きさが,実体的に規定される拡大再生産の潜在
能力より大きいか小さいかによって.再生産過程の状況一不況と好況-を測
定しようというのである｡だが,現実の資本の動態過程においては,絶えず
<ー <
B≧1又は β≧1が生じるのである｡それ故,それらは国民経済の不均衡の
(6) a.C.HeMLIHtlOBa n`plMeleHHeMaTeMaTHkHB3KOlOMn eCKHXHCCJleAODa･
相川X,"間稔訳 Tマルクス経済学の数学的方法j (上),39ページ｡
(7) 0.h ge,T再生産と等税の理論J玉垣訳50-51ページ｡
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を度を把握し.再生産過程の状況を測定する理幹的基畢たりえないといえ上
う｡問題は中に国民阜済の不特有のal定ということではflく.資本主義抜群
の現実的動感過程lこおいて,再生産の内的仇並がいかなる運動方向を示 して
いるのかを把#することであろう｡その意味において.オムナノフとランゲ
tはjr本主我瑳群のJb態P_操の叔点が欠如して,､るといえよう｡
我々かこれまで展的してきたことは.好況適をにおいでは,罪1串門昔嶺
串の累功的3g大便向によって左起される第 1守門の不均等発展によって,罪
1専門において,特に,岱lA部門において第18部門用生産財の供給過jMが
芸道されるということである｡それは諏2年門.或いは.第18守門の発展
が相対的に低下しlrいることを反映するものである.
だれ この罪1B守門用生産財の供拾遺#,従って.守門丘iIの不均者をも
って屯ちIt通月生誕が瑚在化するということはZtI来ないであろうb空茶3F硫
-拡大再生産は.かかる不均aiを内包したままでも過'rTLうるのであって.
拡大再生産そのものの可能条件の範納内であれは,不JSl衝をi&化させながら
ち,そのよう/1番故が可鮭1のである｡それ故.汲々がここで確定 しておく
べきことは,好況ia桂を主称する第1希門の急速な発展それ自体机 再生産
の均衡的発展を不均衡的発展に転化せしめる基本的車扱であるということな
(I)
のである｡好況通巻が不織 の黒衣として特故づけられるとすれば,急使は
(8) 盈JA信雄氏は好況者達を不均衡の累相 投としてJ巴粒されるのであるが.そこで
Ii不qa)が<何故生じたかは.いまのところどうでもよい> (r¥墳BJ202-3ペ
ージ.)とされて.⇒7iの不均衡伝化については特lこZaBにされていない.それは監EZ
氏は丑本3F功の現実的動患遺臣を絶えざる不棚 LtのjB松として把足され,<肺
額母上のどの時丘をとってみても.上方-か.下カへの不均衡か,故いられた杜絶
再生産という放草であり,葉木81でJfiZlに再生藍の行flわれる灸FFli,一時点といえ
とも*足していflい｡>(F)帆 279ページJとされていることに上るものである.
だが.好況iL在を411C不均衡的事C1のia鐘としてではなく.q'&の不均al転化のJL
鐘としても把程することが必要でるると思われる｡そこに主いてはじめて資本事故
のJlItLjA行のための灸声の自己否定的契最が明i比されるのである.iE生氏は好
相 投において舶 されるべき不勾爺として.く血道話手扶A>とく労4鵬 増加
中より大きい1141nf要Jdhl申>の2つをtR定されるのである机 均'Gの不均衡転化
を問題にされflいことから,く舶有事>如何故生じるのかの鮮明はflされでに姓
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その不均衡の均衡化に他tlらlいのである机そこでの均衡の不均衡転化の
要因と再生産快速における不均街の東涯を確定することが再生産要式分析に
1い
三軍せられた課題であるといえよう｡
皿 過泉生産の顕在化 について
好況義民を支えた背故&道が塔正されることによって,産典柄環の上昇i¥
軌ほ反転 し.果嶺した遵瀬生産が朋在化するにいたるのであるが,この恐慌
が惹起されるにいたる一枚的措灸件についてマルクスは r兼l魚価伍学鋭史J
rtおいて次a)ようr_述べている.<忠僕の一点的諸条件は,それらが価格の
動揺-価位変弧とは連うものとしてのそれ- '`_はかかわりがない か ぎ りで
ほ, 充木主義的生産の 一般的tl祐条件から説明されILけれほ なら1い｡>
(MehIl･516)更LC,<近代的過泉生産の基礎>をIlすも0として.<一
方では必粥品の有幽 内に閉じこめられている生産省大衆を基BEとする生産力
の無制約な発展,したがってまた大t三鼠 他方ではfi本家の利巧による限
界> (Men 】【･529)4)2点を指摘している｡ 又. <恐慌において現われ
つている.しかし,領 ■悪手状並>fl再生産書道の東洋規定によって鎚 される
ものである.この点について.僚石書彦氏も次のように述べておられる.<ます苛
1に.r払ia市要Jかそもそも1ぜ生じるのか.したがって餅 の脚 成長掛 が
ILぜ r印 書紙軌正Jからはなれるa)かを云わねはなら1いのに.氏(L姓氏一引
用者)の所蛤ではその点が不喝である｡それでEま.1f#や出鼻の必汰脚 たえす.
架81し.輔 とILってJ手先する不qtの存在が,何州 魚的なものにならざるをえ
TJこいであろう.したがって,さらには1･盾の果臥 斗発lZktEそのものも爪太にlL
ってしまう.也iL肩車というのは.会わめて盈面的IE現kである｡それは.その神
社にある触 *走kおける一定の突確的変化の一反&にすぎない｡だから.そD
ようtl馬車は.再生題tI並のどこから生じたかを明らかにしなけれはtLらない｡と
いうのIi.粛黄白休ま棚 4I並から派生するものであるし.その応手が息jaであ
ることは.再生産*並における供蛤に何らか4:抱 があると推定されるからであ
る.>(｢資本手練と紙 ｣ r-fi生半j61-5.7'1-8ペ-リ.)
(9) <藷東本が特殊な拓簿衝で充用される割合は.izFH'_不Fの道程N:上って均爺化
されるのではあるが.しかしこのiL串が不断の為在であること白体鯛 拝lこ不輔の
不均'diを前提とするのであり.この上超は.この不鞘 を抱えず,しはしはiL史的
に,qai化しILければTA'らないのである｡> (^teh-nI493)
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る諸現象にとっての内在的基金>を形成するものは剰余生産の方法であり.
その剰余生産の限界は<受木そのもの,す1わら.生品条件の現存洩頃と茸
本家の無限の致富衝動> (Men n･492)であるとしているo
<見本五穀的生産の一般的誇条件>とは.ここでは好況過程を支える主専
用である弟1年門事故串の果誌的将大便向ということJC他ならtLいのであっ
て,それこそ<生産力の無利親Il発艮>の再生産表文的表蔓なのである｡だ
#,かかる生産方法,半額様式は生産灸件の現存現収によって確定される限
界を捷生し.色ai増発串の低下,利潤串の下藩を怒超し.投資誘Egを減退せ
しめるのであって,fi木のB!動の利司による限界を正味するものである.千
れはfi木好朋の現架的展開の穂泉として.投缶誘因が変化し,邦 1紫FIつ蔀q(
串の巣机的増大傾向を鈍化,或いは件#せしめるという苛税軌i並のJV･正がil.
点されるということであり,その点にこそ<近代的為判生産の基礎>が求め
られるべきであることを食味しているといえよう｡
かくて.好況ja控のX本的停鼓が第1専門書横平の累積的増大傾向である
ということから.遠類生産の顎在化について次の2点を資定することが出実
るであろう｡芥 二点は.既lこ述べたようlこ.第 1苛Pl背紋串の架q(的増大傾
向が旺盛であり,強等破.加速度潔倍が継摸されるlJらば,生産財1こおける
.蒜給の逆転を惹起し,91には,拡大了Ii生産の可能条件lこよって刺さTl.る限界
そのものに突き当ることによって高碗軌jEが修正されるということである.
芳2点Ii.好1石門等息串の増大域内が,投男玩ESlの強迫によって作拓.衣
いは鈍化するならは.好況義幸呈そのものの持抜か不可能となり,iajiI生産が
([)
頻在化するにいたるということである｡
(i) 古六串二時故投は,首机辞の端机蛙の作止,指小による逮烏生産の淋在から顎在
化への問題に姐して.実現利潤率のn汲/}低下を媒介されて次のように述べておら
れる｡<通剰生産が全面的急性へのtE丘とrLる場合の現尖的jA理は.連年の半銭月
iHのjt展lこJ:つむ庖せられた衣大なJLJd生産が実割判ホ31'の姐 な低下とILってJS
足し,その守門において突如寄切を挿止することに上-.て生ずも.> (前抱 青 .
326J<-リ.)
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以上のうち.粛1点は好況通達を支えるp#坊様式は.いづわは拡大再生産
そのものを不可能,(するということあでって.それは再生産衣式徐の次元に
おいても,溌本番故の現実的動並過程が産兼衝巧の形姿を採らざるをえTLい
ことを示すものとして現辞されねはflらないであろう.それは過親生産の顕
在化の契錬れ 拡大再生産の可能条件の突破,洗いは.生産話部門間の不比
eI色を唯一のものとするということではなくて,抽象から異性へと上rFlする
沓理展開における-扱F8において設定されたB木の運動腰戊を明示するも広
として理解されねはILらtLいということである｡
例えは,r宋【木tiJ諦 1苛第7方は,ff本と負労租の対抗喝係のみを悶E
とする次元である机 そこにおいては資本覇者の進展に伴う労史上別こよる
■也増籍串の低下執 事81上昇の反転の央良とされているが,そこでも問題
は.Pi本等也の現実的私感過程が,葡仇を独立変数とし,Ⅰ守金を従吊変故と
することによって.在来称環の形姿を採らざるをえないも0:として展的され
ているのである｡だれ そこでは好況過程における虎金上昇が過煮生産風在
化の唯一の突抜として改定されているわけではないのである｡現炎的超桑柘
環題現においてIi,1宝金上井を契技としてi5月生産か顕在化することもあり
うるし.生産詰称門間Z)不比Pt性を実検とする勘合もありうるのであって,
過#生産の朔在化は.そのいずれかの契織によるものとして固定的に把捉す
べきでは1いといえよう｡
匠塩信堆氏は.帝鎖弔蟹のiL退,fi木藩政革の低下をひきおこす契技,従
って,過剰生産糊在化の契息を問題にされている机 そこでは資本苔桃Buが
弱い壌合 (弔いプーL)と強い壌合 (強いブーム)とに分けて検討されてい
る｡矢本tm韻事の増大串か襲い場合には,蕗商品の爽現条件やその他の契良
によってff本事故率の低下が生じることがありうる机 それが強い場合N:は
それら渚制限を突破して呆気は上昇していくのであって,その転の実技は.
拡大再生産の可能条件そのものlこ求められ1ければ1らす,それは労働供給
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の朝製による実野丘金串の下限であるとされている｡ ここで注目すべきこと
は,fl本苔横串の低下の契練について,どれか 1つを静定して唯一のものと
して国定されてはい1いということと,資本等哉串の増大革が撞めて大であ
る時には,fi本 苛 桂一拡大再生産そのものが不可能になることによって.受
木等講串の低下が哲也されるとされていることである｡かかる2段階的Za】王
によって,lI一況iB控の反転 ia月生産のBil在化ZFS開封とされねはなら1いと
(⊃)
いえよう ｡
か(て,好況iBをにおいて許lS門着席串の采位的JI大輔向が著しく大で
あれは,拡大再生産そのもa)がネpJ椎になることによって.かかる甫61軌道
の生正が生じ,毛賀生産が額在化するにいたるものといえよう.,これに対し
て,第 1年門音節率の果故的増大傾向がそれほど大でない1らは,需給関係
の逆転によって過剰生産は店在化するにいたるものといえよう｡
那2点は,ff本番誠の現実的展開によって惹起される投ff誘因の変化とff
本%'柾との的係を開成にするものであり,より県体的 ･現実的七島恭循環過
程に虫いて解明されるべき許柄にRするものである｡それは産重箱投合の展
(2) 監BzLJは.舶旭香.246-258ページ.
(3) 立場貞夫氏け.次のように7JL･タスの鼓民生を<-ーr'ルIE答>として再■成で
きるとされている.<brLわれは7^ ,クスのati幹には少くとも3つあったとろえ
るべきである｡節目ifE本玉来のW 十両的.無改作的性掛こ近田する各産業部門ml
の不鞘 に基いて致tEが生すると見る不比群丘flいし不均ai抱であり,第2は判内
申の雌 か孝枝をP守し.書抜したがって雌 の強少一世監用土の杜少をひさもこ
し,その冶果敢tEが劫先するという｢判ZI串鋭Jであり,井3は生を能力の増大に
比例して所見が増hJしないことFこ基く且少杓舟fAtいし毛JI生産相 性の度喝である
と見るiL少涌Fl塩である｡そうしてかように牡の急性現生確 -的に展uせられて
いないという事実を.われわれはマN,クスが輔 のJ1回I<関して遠tBした見好をも
っていなかった血:KLと見るべきではなく.むしろマルクスが各位zI幹を<-Irル
建染>として構成しようとの乏血をtIつていたことの抵典であると見るべきJtあろ
う.したがって7 JL･タスの急性理IBを再枕成するlこE!して.われわれはそれを上空の
3つの17^ ,クス的恐t樋 田がいづれら恐催原因となりうるようなハードルI王汝とし
て再構成すべきであるように思われる.>(r史本主義B済の監払珪告1.u8-9
J<-リ.)かかる糾 氏の主gtfi.生類氏のそれとも類aL色をもつものであり,左1育
母冶の展BBにおいて考JZさhるべきものであるといえよう.qt.辞15氏は現実に
は,1JL,クスの特Zg的成長畠を為少消fE投的瀬環的成長2iと不比切脱的祁Zq的成長
冶とに完全:(2分されてしまっているのであって.それには涙rLgを感じる｡
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EHにおいて.再生産表式絵の次元から和泊昔の次元へと考阜対生を発展すべ
きであることを明示するものでもある.
ところで,かって,<恐礁資の韮未TGl屈Iir部門間不均衡ー (*改好色at
化一引用着),｢消Zl制限｣ (労Pfの対立-引用老)の 2重Eのte-的把くり
風 その論理的結合-並系のいかんlこある｡>という主張がliされたことが
ある｡これは現在でもその正当色を失ってはいTLいが,これら2重因は.夫Jt
Bf水制生産の基本的特称を側面的fC明示するものであっT,それら2婆EBの
TB技的洗一によっては.為葛生産形成の内在的基礎を解明することはLh釆な
いと思わTLる｡それら2要因の<沓理的結合一連系>机 ff木の苗故通達に
おいていか1る運動Zf棟として現出するのかという点がます解明され. fi
本-iy机の曳光的進行過程において,それがいかなる変容を遂げるのかという
こととの用達において.名月生産のカ三乗と.その城芭化の朋超が淋胡される
ことになるといえよう｡我々はかかるものとして.ます,常1部門諮心事の
先行性を措定し,それが好況遠軽においてIiR鎖性を持つことに.n本朝4-
産の矛l占の災班の別実態横を兄いだしたのである｡第1部門苛政串の黒培牡
に好況岩軽の主蒔田であるがゆえに,拡大再生産の不FTJ集を感泣せざるをえ
ljいこととして措定されたのである机 かかる溢理展粥こそ,r部門間不均
衡Jと ｢洞12南限｣の2要因の耗一昨妃規による為剰生産の形成と顕在化を
解明する力法であるといえようOこの2重Elの扶-が,-dl按的に士こ1われ
る時には,夫々の突抜を固定化するのと同甥の浜まりが惑起されることにIl
るであろう｡
(4) 山本正次井 r恐位投の基本問題J.r大東市大文武粁軌 ,1951.25ページ.
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